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１．運賃改定申請について 
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 ○運賃改定申請の概要 
 

１．背 景 

◆京浜急行電鉄は、安全・安心の最優先という経営理念のもと、強

靭なインフラ構築を目指し、鉄道事業の安全対策を推進してきた。

また、快適で便利な輸送サービスを目指し、羽田空港アクセスの

改善、施設改良、バリアフリー対応、環境負荷低減など、鉄道事業

の持続的な価値向上に努めてきた。この結果、コロナ禍前の過去

３年間（平成２９年度～令和元年度）は年間平均２３１億円の設

備投資を実施している。 

 

◆一方、新型コロナウイルス感染症の影響による新たな生活様式の

定着で、テレワーク等による通勤利用者の減少、出張見直しによる

航空旅客の減少等が続いており、鉄道事業の営業収支は令和２年

度、令和３年度と２期連続の赤字となるなど厳しい経営状況が続

いている。特に通勤定期利用者は回復が遅く、令和４年１０月時点

でも輸送人員がコロナ禍前水準の８割を下回っており、回復の見

通しは立っていない。 

 

◆このような状況に対し、人件費や広告宣伝費・管理費の削減、安全

に支障のない範囲での修繕費や設備投資の先送り等、緊急的なコ

スト削減を実施しているほか、さらに定常的なコストダウンを目

指し、需要減少に伴う運転ダイヤの適正化や鉄道オペレーション

変革の推進等、抜本的な事業構造変革を進めている。 

 

◆今後もホームドアや車内監視カメラなど多様化・高度化するニー

ズに対応し、品川駅付近連続立体交差事業や羽田空港第１・第２タ

ーミナル駅引上線建設工事など将来に向けた準備を着実に進めつ

つ、引き続き既存設備を適切に維持管理し、安全・安心で快適・便

利な輸送サービスを提供し続けていくため、事業構造変革等によ

る経営努力を前提に、平成７年以来約２８年ぶりの運賃改定を申

請するもの。 
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２．申請の内容 

 （１）実施予定時期    令和５年１０月１日 

 

（２）改 定 率    上限運賃平均１０．８％ 

 

（３）初 乗 り 運 賃  １円単位上限運賃１５０円（現行１３６円） 

１０円単位上限運賃１５０円（現行１４０円） 

 

（４）定期旅客運賃割引率    通勤４０．２％（現行４２．２％） 

              通学８２．１％（現行８０．９％） 

 

（５）改定率・増収率一覧 

     通学定期旅客運賃は据え置くものとする。 

 
上 限 運 賃 

改 定 率 増 収 率 

定 期 外  １０．７％ ９．７％ 

定 期 

通 勤 １１．９％ １１．６％ 

通 学   －  － 

計 １１．０％ １０．７％ 

合計 １０．８％ １０．１％ 
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○運賃改定申請内容について 
 

１．改定の考え方 

◯普通旅客運賃 

 ・初乗り区間は、１円単位運賃で１４円、１０円単位運賃で１

０円の改定とする。その他の１円単位運賃は、金額の高い遠

距離ほど改定率を低くし、４１㎞以上は現行から値下げす

る。１０円単位運賃は、１円単位運賃の１０円未満の端数を

１０円単位に切り上げた額とする。 

  

◯定期旅客運賃 

 （通勤定期） 

 ・普通旅客運賃と同様、金額の高い遠距離ほど改定率を低く

し、４１㎞以上は現行から値下げする。 

 

 （通学定期） 

 ・通学定期旅客運賃は、家計負担に配慮し据え置きとする。 

  

◯改定率 

 ・普通旅客運賃：１０．７％ 

 ・定期旅客運賃：１１．０％ 

      通勤：１１．９％（割引率４０．２％） 

      通学：据    置（割引率８２．１％） 

 ・全    体：１０．８％ 
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２．申請内容 

①普通旅客運賃（大人）   

・１円単位運賃               （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 
申請 

上限運賃 
差額 改定率 

１～３ １３６ １５０ １４ １０．３％ 

４～６ １５７ １８０ ２３ １４．６％ 

７～１０ １９９ ２２８ ２９ １４．６％ 

１１～１５ ２４２ ２７７ ３５ １４．５％ 

１６～２０ ２８３  ３１３ ３０ １０．６％ 

２１～２５ ３１４ ３４７ ３３ １０．５％ 

２６～３０ ３６７ ４０３ ３６ ９．８％ 

３１～３５ ４３０ ４５５ ２５ ５．８％ 

３６～４０ ４９２ ５１０ １８ ３．７％ 

４１～４５ ５７６ ５６６ △１０ △１．７％ 

４６～５０ ６５０ ６２０ △３０ △４．６％ 

５１～５５ ７２３ ６６７ △５６ △７．７％ 

５６～６０ ７９６ ７１０ △８６ △１０．８％ 

６１～６５ ８７０ ７４０ △１３０ △１４．９％ 

６６～６７ ９４３ ７４０ △２０３ △２１．５％ 

 

  

・１０円単位運賃              （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 
申請 

上限運賃 
差額 改定率 

１～３ １４０ １５０ １０ ７．１％ 

４～６ １６０ １８０ ２０ １２．５％ 

７～１０ ２００ ２３０ ３０ １５．０％ 

１１～１５ ２５０ ２８０ ３０ １２．０％ 

１６～２０ ２９０  ３２０ ３０ １０．３％ 

２１～２５ ３２０ ３５０ ３０ ９．４％ 

２６～３０ ３７０ ４１０ ４０ １０．８％ 
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３１～３５ ４３０ ４６０ ３０ ７．０％ 

３６～４０ ５００ ５１０ １０ ２．０％ 

４１～４５ ５８０ ５７０ △１０ △１．７％ 

４６～５０ ６５０ ６２０ △３０ △４．６％ 

５１～５５ ７３０ ６７０ △６０ △８．２％ 

５６～６０ ８００ ７１０ △９０ △１１．３％ 

６１～６５ ８７０ ７４０ △１３０ △１４．９％ 

６６～６７ ９５０ ７４０ △２１０ △２２．１％ 

 

②通勤定期旅客運賃（大人１か月）     （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 申請上限運賃 差額 改定率 

１ ４,２１０ ４,９５０ ７４０ １７．６％ 

２ ４,６７０ ５,４９０ ８２０ １７．６％ 

３ ５,１３０ ６,０２０ ８９０ １７．３％ 

４ ５,５９０ ６,５５０ ９６０ １７．２％ 

５ ５,９６０ ６,９８０ １,０２０ １７．１％ 

６ ６,３５０ ７,４３０ １,０８０ １７．０％ 

７ ６,７２０ ７,８６０ １,１４０ １７．０％ 

８ ７,０９０ ８,２９０ １,２００ １６．９％ 

９ ７,４７０ ８,７３０ １,２６０ １６．９％ 

１０ ７,８４０ ９,１６０ １,３２０ １６．８％ 

１１ ８,２１０ ９,５９０ １,３８０ １６．８％ 

１２ ８,５１０ ９,９４０ １,４３０ １６．８％ 

１３ ８,８２０ １０,２８０ １,４６０ １６．６％ 

１４ ９,１２０ １０,６２０ １,５００ １６．４％ 

１５ ９,４２０ １０,９６０ １,５４０ １６．３％ 

１６ ９,７１０ １１,２８０ １,５７０ １６．２％ 

１７ １０,０１０ １１,６１０ １,６００ １６．０％ 

１８ １０,３１０ １１,９２０ １,６１０ １５．６％ 

１９ １０,６１０ １２,２３０ １,６２０ １５．３％ 

２０ １０,９１０ １２,５４０ １,６３０ １４．９％ 
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２１ １１,２１０ １２,８５０ １,６４０ １４．６％ 

２２ １１,５００ １３,１００ １,６００ １３．９％ 

２３ １１,８００ １３,３５０ １,５５０ １３．１％ 

２４ １２,１１０ １３,６００ １,４９０ １２．３％ 

２５ １２,４１０ １３,８５０ １,４４０ １１．６％ 

２６ １２,７２０ １４,１００ １,３８０ １０．８％ 

２７ １３,０１０ １４,３２０ １,３１０ １０．１％ 

２８ １３,３１０ １４,５４０ １,２３０ ９．２％ 

２９ １３,６１０ １４,７６０ １,１５０ ８．４％ 

３０ １３,９１０ １４,９８０ １,０７０ ７．７％ 

３１ １４,２１０ １５,２００ ９９０ ７．０％ 

３２ １４,５１０ １５,４００ ８９０ ６．１％ 

３３ １４,８００ １５,６００ ８００ ５．４％ 

３４ １５,１００ １５,８００ ７００ ４．６％ 

３５ １５,４００ １６,０００ ６００ ３．９％ 

３６ １５,７１０ １６,２００ ４９０ ３．１％ 

３７ １６,０１０ １６,３９０ ３８０ ２．４％ 

３８ １６,３００ １６,５８０ ２８０ １．７％ 

３９ １６,６００ １６,７７０ １７０ １．０％ 

４０ １６,８９０ １６,９６０ ７０ ０．４％ 

４１ １７,１８０ １７,１５０ △３０ △０．２％ 

４２ １７,４７０ １７,３３０ △１４０ △０．８％ 

４３ １７,７５０ １７,５１０ △２４０ △１．４％ 

４４ １８,０４０ １７,６９０ △３５０ △１．９％ 

４５ １８,３３０ １７,８７０ △４６０ △２．５％ 

４６ １８,６２０ １８,０５０ △５７０ △３．１％ 

４７ １８,９１０ １８,２２０ △６９０ △３．６％ 

４８ １９,１９０ １８,３９０ △８００ △４．２％ 

４９ １９,４８０ １８,５６０ △９２０ △４．７％ 

５０ １９,７７０ １８,７３０ △１,０４０ △５．３％ 

５１ ２０,０６０ １８,９００ △１,１６０ △５．８％ 

５２ ２０,３４０ １９,０５０ △１,２９０ △６．３％ 

５３ ２０,６３０ １９,２００ △１,４３０ △６．９％ 
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５４ ２０,９３０ １９,３５０ △１,５８０ △７．５％ 

５５ ２１,２２０ １９,５００ △１,７２０ △８．１％ 

５６ ２１,５１０ １９,６５０ △１,８６０ △８．６％ 

５７ ２１,７９０ １９,７７０ △２,０２０ △９．３％ 

５８ ２２,０８０ １９,８９０ △２,１９０ △９．９％ 

５９ ２２,３７０ ２０,０１０ △２,３６０ △１０．５％ 

６０ ２２,６６０ ２０,１３０ △２,５３０ △１１．２％ 

６１ ２２,９５０ ２０,２５０ △２,７００ △１１．８％ 

６２ ２３,２３０ ２０,３５０ △２,８８０ △１２．４％ 

６３ ２３,５２０ ２０,４５０ △３,０７０ △１３．１％ 

６４ ２３,８１０ ２０,５５０ △３,２６０ △１３．７％ 

６５ ２４,１００ ２０,６５０ △３,４５０ △１４．３％ 

６６ ２４,３８０ ２０,７５０ △３,６３０ △１４．９％ 

６７ ２４,６７０ ２０,８５０ △３,８２０ △１５．５％ 

 

 

③通学定期旅客運賃（大人１か月）     

通学定期旅客運賃は家計負担に配慮し、据え置きとする。 
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○収入原価総括表 

（単位：百万円） 

科目 

令和 

元年度 

（実績） 

令和 

３年度 

（実績） 

令和 

４年度 

（推計） 

令和 

５年度 

（推計） 

平年度３年間合計 

（令和６～８年度） 

（推計） 

増収額 

c 

 

b-a 

増収率 

ｄ 

 

c÷a 

×100 
現行 

a 

申請 

b 

収

入 

旅客運賃収入 80,072 57,349 65,231 69,801 207,629 228,506 20,877 10.1% 

定期外 48,189 33,851 39,957 42,992 128,072 140,468 12,396 9.7% 

定 期 31,882 23,497 25,274 26,808 79,556 88,038 8,481 10.7% 

指定料金等 298 180 201 214 682 682 0 － 

運輸雑収等 3,275 2,470 2,470 2,470 7,411 7,411 0 － 

小 計 83,646 59,999 67,903 72,486 215,723 236,601 20,877 9.7% 

雑収入 183 395 395 395 1,187 1,187 0 － 

合 計 83,830 60,395 68,299 72,881 216,910 237,788 20,877 9.6% 

原 

 

価 

適正コスト 35,104 30,954 33,028 33,680 103,007 103,007 0 － 

駅共同使用料収入等

に係る人件費、経費 
170 151 151 151 455 455 0 － 

その他の運輸雑収等

に係る人件費、経費 
1,583 1,402 1,324 1,318 3,942 3,942 0 － 

駅共同使用料等に 

係る減価償却費等 
61 47 47 47 141 141 0 － 

動力費 3,969 3,845 3,815 3,865 11,640 11,640 0 － 

賃借料 1,656 1,599 1,599 1,599 4,798 4,798 0 － 

固定資産除却費 1,053 1,048 1,165 1,518 4,148 4,148 0 － 

諸税 4,470 4,434 4,445 4,553 13,642 13,642 0 － 

減価償却費 19,883 19,188 19,561 20,452 63,657 63,657 0 － 

小 計 67,953 62,673 65,139 67,188 205,434 205,434 0 － 

雑支出 1 3 3 3 9 9 0 － 

法人税等 1,593 1,593 1,593 1,593 4,780 4,780 0 － 

事業報酬 9,165 9,099 9,133 9,322 29,038 29,038 0 － 

合 計 78,713 73,369 75,869 78,106 239,262 239,262 0 － 

差 引 損 益 5,117 -12,974 -7,569 -5,225 -22,352 -1,474 20,877 － 

収 支 率 106.5% 82.3% 90.0% 93.3% 90.7% 99.4% － － 
※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○収入原価（平年度内訳） 
（単位：百万円） 

科目 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

現行 申請 現行 申請 現行 申請 

収 

 

入 

旅客運賃収入 68,990 74,880 69,209 76,691 69,428 76,934 

定期外 42,471 45,691 42,690 47,267 42,909 47,509 

定 期 26,518 29,189 26,518 29,424 26,518 29,424 

指定料金等 227 227 227 227 227 227 

運輸雑収等 2,470 2,470 2,470 2,470 2,470 2,470 

小 計 71,689 77,578 71,908 79,390 72,126 79,631 

雑収入 395 395 395 395 395 395 

合 計 72,084 77,974 72,303 79,786 72,521 80,027 

原 

 

価 

適正コスト 34,191 34,191 34,310 34,310 34,505 34,505 

駅共同使用料収入等に

係る人件費、経費 
151 151 151 151 151 151 

その他の運輸雑収等に

係る人件費、経費 
1,312 1,312 1,313 1,313 1,315 1,315 

駅共同使用料等に 

係る減価償却費等 
47 47 47 47 47 47 

動力費 3,860 3,860 3,869 3,869 3,910 3,910 

賃借料 1,599 1,599 1,599 1,599 1,599 1,599 

固定資産除却費 1,399 1,399 1,299 1,299 1,449 1,449 

諸税 4,584 4,584 4,510 4,510 4,547 4,547 

減価償却費 20,878 20,878 20,969 20,969 21,809 21,809 

小 計 68,026 68,026 68,070 68,070 69,337 69,337 

雑支出 3 3 3 3 3 3 

法人税等 1,593 1,593 1,593 1,593 1,593 1,593 

事業報酬 9,539 9,539 9,680 9,680 9,818 9,818 

合 計 79,162 79,162 79,348 79,348 80,752 80,752 

差 引 損 益 -7,077 -1,187 -7,044 437 -8,230 -724 

収 支 率 91.1% 98.5% 91.1% 100.6% 89.8% 99.1% 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○鉄道事業収支の実績及び推定 
 

（単位：百万円） 

項目 
令和３年度 

（実績） 

令和６～８年度（３年間平均） 

現行 申請 

収入 60,395 72,303 79,262 

原価 73,369 79,754 79,754 

差引損益 -12,974 -7,450 -491 

収支率 82.3% 90.7% 99.4% 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 

 

○運賃収入内訳 
 

（単位：百万円） 

項目 
令和３年度 

（実績） 

令和６～８年度（３年間平均） 

現行 申請 

定期外 33,851 42,690 46,822 

定期 23,497 26,518 29,346 

合計 57,349 69,209 76,168 

 ※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○需要見通し 
                                            

（単位：千人） 

項目 
平成２９年度 

（実績） 

平成３０年度

（実績） 

令和元年度 

（実績） 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 

定期外 212,912 216,065 212,854 136,271 160,198 

定

期 

通勤 217,486 221,148 223,780 172,775 163,885 

通学 46,458 46,206 45,553 25,858 36,214 

計 263,944 267,354 269,333 198,633 200,099 

合計 476,856 483,419 482,187 334,904 360,297 

前年比 101.9％ 101.4％ 99.7％ 69.5％ 107.6％ 

                         

（単位：千人） 

項目 
令和４年度 

（推定） 

令和５年度

（推定） 

令和６年度 

（推定） 

令和７年度 

（推定） 

令和８年度 

（推定） 

定期外 189,102 192,637 195,301 202,037 203,073 

定

期 

通勤 178,931 182,070 185,194 186,800 186,800 

通学 41,449 43,840 46,231 46,231 46,231 

計 220,380 225,910 231,425 233,031 233,031 

合計 409,482 418,547 426,726 435,068 436,104 

前年比 113.7％ 102.2％ 102.0％ 102.0％ 100.2％ 
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○設備投資実績と計画 

                                 （単位：億円） 

項目 
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

実績 実績 実績 計画 

安全 １２３ ９８ ９０ １２５ 

サービス改善 ８９ ５０ ５４ ９２ 

輸送力増強 １３ ５ １０ １３ 

合計 ２２６ １５４ １５５ ２３１ 

（単位：億円） 

項目 
令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

計画 計画 計画 計画 

安全 １７８ １０９ １３５ １５２ 

サービス改善 ９０ １３４ ８５ ９５ 

輸送力増強 ２７ ２６ ３０ ３２ 

合計 ２９５ ２７０ ２５１ ２８０ 
※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○利用者サービスの向上策 
 

総合経営計画における「長期経営戦略につながる５つの取り組み」

として、利用者サービスの向上に資する施策を推進する。 

 

①  品川、羽田、横浜を沿線活性化の推進力とする取り組み  

（令和６年度～令和８年度の投資額計：約１７４億円）  

 ア．品川駅付近連立事業・駅総合改善事業、泉岳寺駅改良工事 

 イ．羽田空港第１・第２ターミナル駅引上線建設工事 

 ウ．大師線連立事業 

②  都市近郊リゾートみうらの創生 

  41 ㎞以上の区間の運賃を最大２割値下げし、都心方面から横須

賀、三浦方面への観光および移住促進等、新たな需要創出と沿線

活性化を目指す。 

③  お客さまに選ばれる京急グループの実現 

（令和６年度～令和８年度の投資額計：約３３６億円）  

ア． ホームドア・ホーム固定柵の全駅設置（2030 年代中頃目標） 

 イ. 駅・車両のリニューアル等、ご利用しやすい環境整備 

 ウ．子育て世代やシニア層の鉄道利用促進施策実施 

  エ．鉄道乗車ポイントサービスの拡充 

④  リスクマネジメントの徹底 

（令和６年度～令和８年度の投資額計：約２６１億円） 
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  ア．安全・安定輸送の継続（既存設備の適切な維持更新、信号取

り扱いの自動化拡大、踏切道安全対策の強化等） 

  イ．テロや車内安全対策（全車両へ監視カメラ設置等） 

  ウ．激甚化する自然災害への対策（耐震・豪雨・浸水対策等） 

⑤  地域社会および企業価値向上、ＥＳＧ経営の徹底 

（令和６年度～令和８年度の投資額計：約２９億円） 

  ア．エリアマネジメント（MaaS 基盤等を活用した地域との連携） 

  イ．環境負荷低減（省エネ設備導入等） 
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○他社運賃との比較 
（普通旅客運賃 １～６７キロ）  
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（通勤定期旅客運賃 １～６７キロ） 
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（通学定期旅客運賃 １～６７キロ） 

 

 



 

19 
 

（競合区間での他社との比較） 

 

区間 種別 

京浜急行電鉄 競合 

現行（円） 申請（円） 
社名 

現行（円） 
区間 

品 川 

～ 

京急川崎 

普通 1円 232 240※ 

東日本旅客鉄道 

品 川 

～ 

川 崎 

230 

普通 10 円 240 240※ 230 

通勤定期 8,510 9,940 
通常     6,950 

オフピーク  6,200 

通学定期 3,070 3,070 5,450 

品 川 

～ 

横 浜 

普通 1円 303 313※ 

東日本旅客鉄道 

品 川 

～ 

横 浜 

303 

普通 10 円 310 320※ 310 

通勤定期 11,800 13,350 
通常     8,950 

オフピーク  7,980 

通学定期 4,150 4,150 6,040 

品 川 

～ 

横須賀中央 

普通 1円 650 620 

東日本旅客鉄道 

品 川 

～ 

横須賀 

824 

普通 10 円 650 620 830 

通勤定期 19,770 18,730 
通常     23,560 

オフピーク 20,940 

通学定期 5,510 5,510 10,820 

品 川 

～ 

京急久里浜 

普通 1円 796 710 

東日本旅客鉄道 

品 川 

～ 

久里浜 

945 

普通 10 円 800 710 950 

通勤定期 21,790 19,770 
通常     28,140 

オフピーク 25,010 

通学定期 5,760 5,760 13,150 

京急川崎 

～ 

横浜 

普通 1円 232 240※ 

東日本旅客鉄道 

川崎 

～ 

横浜 

230 

普通 10 円 240 240※ 230 

通勤定期 8,210 9,590 
通常     6,950 

オフピーク  6,200 

通学定期 2,930 2,930 5,340 

※本申請認可後に届出を予定している特定運賃を記載 

・東日本旅客鉄道は「鉄道駅バリアフリー料金」を含む 
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２．会社の概要等について 
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京浜急行電鉄株式会社の概要 

 

１．会社概要 

（１）設 立：昭和２３（１９４８）年６月１日 

（２）会 社 名：京浜急行電鉄株式会社 

（３）代 表 者：取締役社長 川俣 幸宏 

（４）所 在 地：神奈川県横浜市西区高島 1 丁目２番８号  

（５）従業員数：２，９２６人（令和４年３月３１日時点） 

（６）営業キロ：８７.０km 

（７）資 本 金：４３７億円 

（８）事業内容：鉄道事業、その他事業（不動産事業、レジャ

ー・サービス事業） 

２．輸送人員、運賃収入の推移 

（単位：千人、百万円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

輸送 

人員 

定 期 269,333 198,633 200,099 

定期外 212,854 136,271 160,198 

計 482,187 334,904 360,297 

運賃 

収入 

定 期 31,882 23,792 23,497 

定期外 48,189 28,157 33,851 

計 80,072 51,950 57,349 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある。 
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３．経常損益等の推移（単体） 

（単位：億円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

営業収益 1,339 876 1,233 

営業損益 194 △138 4 

経常損益 174 △167 2 

当期純損益 112 △201 139 
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 ○京浜急行電鉄の路線図 
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３．京浜急行電鉄の事業計画等について 
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○京浜急行電鉄の事業計画等について 
 令和３年５月公表「京急グループ総合経営計画」より該当ページ 

 を抜粋 
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○投資計画、利用者サービスについて 
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